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招集通知記載事項の一部訂正について 
 

2021 年６月３日付にてご送付いたしました「第 20 回定時株主総会招集ご通知」の記載事項の一部 

に訂正すべき点がございましたので、お詫び申し上げるとともに、本ウェブサイトへの掲載をもって 

下記のとおり訂正させていただきます。 

 

記 

 

１． 訂正箇所 

(1) 第20回定時株主総会招集ご通知６ページ 

 (1) 事業の経過及び成果 表中の増減率(％) 

 

(2) 第20回定時株主総会招集ご通知 11 ページ  

(2) 対処すべき課題 

 

２． 訂正内容 

(1) 訂正箇所は下線を付して表示しております。 

 

事業の経過及び成果 

【訂正前】 
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【訂正後】 

 
 

(2) 訂正箇所は下線を付して表示しております。 

 

対処すべき課題 

 

【訂正前】 

① 成長市場において競争力を有する技術、製品に関する課題 

当社では、多様な分野に製品を展開しておりますが、特に車載機器分野及び IoT 関連分野といっ 

た成長市場においては、先進技術の登場や、顧客ニーズの変化に対応できるよう製品の継続的な 

強化と顧客ニーズの把握が課題となります。 

これに対しては、2018 年７月に実現した株式会社エーアイコーポレーションとの合併により拡 

充された当社の取扱製品を組み合わせた共同企画・開発製品の市場投入や、保有するマーケティ 

ング情報を有効活用し、効率的な製品開発、販売活動を行うとともに、M＆A、業務提携等により 

他社の優れた技術、製品を確保、連携し、当社の技術、製品の強化を図ってまいります。 

② 事業ポートフォリオに関する課題 

当社では、当社製品を採用した顧客製品の出荷量に応じたロイヤルティ売上が利益成長の源泉と 

位置付けており、成長性のある市場に対して複数の製品を継続して提供しておりますが、当社製 

品の採用から顧客製品の開発・量産製造までに時間を要するものが多く、その間の先行投資が嵩 

むことが課題となっておりました。 

これに対しては、ソフトウェアサービス事業によるエンジニアリングサービス機能、データコ 

ンテンツのライセンス販売に加え、ソフトウェアディストリビューション事業による海外組込み 

ソフトウェア製品の輸入販売、技術サポートにより、グループとして、商圏の拡大と一定規模の 

収益の安定性が期待できる状態になってきております。 

 そのため、さらなる製品ラインアップの拡充とともに、合併効果を追求し海外のソフトウェア 

パートナー企業と各製品を組み合わせた共同企画・開発製品の市場投入や、海外販路への当社製 

品の販売展開を行うことにより、より競争力のある製品をタイムリーに市場投入できる体制を強 
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化し、事業基盤の安定と収益拡大を目指してまいります。 

③ 体制強化と効率化 

当社で取り扱う製品の販売活動を効率的かつ集中的に行うとともに、競争力のある自社製品の 

開発を実現するためには、優秀な人材の採用と、グループ間での連携と人員の最適配置による効 

率的な事業体制の構築が必要となります。 

  ④ ガバナンスの強化 

積極的な M＆A 等により、事業規模が拡大してきている当社グループが、継続的に、健全かつ効 

率的な成長を実現するためには、ガバナンスの強化が重要な課題であります。 

 そのためには、社外取締役を複数名体制とし、社外の目と知見による取締役会の監督を実現す 

るとともに、内部管理体制の面でも、財務報告の信頼性を確保するための内部統制システムの適 

切な運用、内部監査による定期的なモニタリングの実施等に取り組んでまいります。 

 

【訂正後】 

① 成長市場において競争力を有する技術、製品に関する課題 

当社では、多様な分野に製品を展開しておりますが、特に車載機器分野及び IoT・AI 関連分野 

といった成長市場においては、先進技術の登場や、顧客ニーズの変化に対応できるよう取扱製品 

の継続的な強化と顧客ニーズの把握が課題となります。 

これに対しては、2018 年７月に実現した株式会社エーアイコーポレーションとの合併により、 

製品ラインアップの拡充と共に、ソフトウェアプロダクト事業における自社製品開発、ソフトウ 

ェアディストリビューション事業の取扱製品の開発元である海外のソフトウェアメーカーをは 

じめとした協業先との共同開発や、取扱製品の組み合わせにより付加価値を高めた提案を推進し 

ております。また、ソフトウェアディストリビューション事業の多彩な製品群と、長年の実績か 

ら構築した多数かつ幅広い取引先とのネットワークや保有するマーケティング情報を有効活用 

し、効率的な製品開発、取扱製品の獲得、販売活動を行うとともに、M＆A、業務提携等による新 

たな事業機会を積極的に獲得し、当社の技術、製品ラインアップの強化を図ってまいります。 

② 事業ポートフォリオに関する課題 

 当社では、当社製品を採用した顧客製品の出荷量に応じたロイヤルティ売上を利益成長の源泉 

と位置付けており、成長性のある市場に対して複数の製品を継続して提供しておりますが、当社 

製品の採用から顧客製品の開発・量産製造までに時間を要するものが多く、その間の先行投資 

が嵩むことが課題となっておりました。 

これに対しては、ソフトウェアサービス事業によるエンジニアリングサービス機能、データコ 

ンテンツのライセンス販売に加え、ソフトウェアディストリビューション事業による海外組込み 

ソフトウェア製品の輸入販売、技術サポートにより、グループとして、従来の先行投資が必要な 

がら収益性の高い事業と、比較的短期的な収益確保が見込める事業のバランスが取れた事業ポー 

トフォリオを形成することで、この課題に対処してまいりました。 

今後は、それぞれの事業の強化と各事業の密接な連携、海外のソフトウェアメーカーとの関係 

を生かした当社製品の海外市場への販売展開の実現などで、事業基盤の安定と収益拡大を目指し 

てまいります。 
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③ 販売体制の強化 

 新型コロナウイルス感染症によるワークスタイル・事業機会の変化に伴い、従来の顧客訪問に 

よる営業活動や、展示会を通じた見込み客の確保といった従来の販促機会が減少し、特に将来的 

な収益の源泉となる新規案件の獲得が非常に難しい状態となっております。 

 これに対しては、Web コンテンツやインターネットメディアを始めとしたデジタルマーケティ 

ングによる販促施策の強化により、案件や顧客の確保を実現してまいります。 

④ 体制強化と効率化 

当社で取り扱う製品の販売活動を効率的かつ集中的に行うとともに、競争力のある自社製品の 

開発を実現するためには、優秀な人材の採用、グループ間での連携、人員の最適配置による効率 

的な事業体制の構築が必要となります。 

⑤ ガバナンスの強化 

 積極的な M＆A 等により、事業規模が拡大しつつある当社グループが、継続的に、健全かつ効 

率的な成長を実現するためには、ガバナンスの強化が重要な課題であります。 

そのために、社外取締役を複数名体制とし、社外の目と知見による取締役会の監督を実現いた 

しました。引き続き、この体制を維持するとともに、内部管理体制の面でも、財務報告の信頼性 

を確保するための内部統制システムの適切な運用、内部監査による定期的なモニタリングの実施 

等に取り組んでまいります。 

 

以 上 


